
魅力と活力ある県立高等学校づくりに向けた県立高等学校の再編に対するご意見

（教育しが１２月特別号発行後）

［県民の皆さんからご提出のあったご意見（平成23年７月８日現在）］

・ご意見をいただいた人数 １５名 
・いただいた意見数 ２７件 

＜主なご意見＞

○ 交通の不便な地域で高校を減らさないでほしい

○ 再編（統廃合）は反対

○ 個別高校に関する具体的な再編案の提示

○ 小さな規模の学校の意義（大きな規模の学校における弊害）

○ 生徒数の減少と学級数について（手厚い指導を考えた現状の学級数が妥当） 
○ 少人数学級を実現してほしい

○ 県民や現場の意見を聴く機会をさらに設け、慎重に検討を行うこと

○ もっと教育にお金をかけるべき

○ 特別支援教育の充実等に関する意見

○ 大きな規模の学校のメリットとして専門科目の多様さをあげるのであれば、教員の

採用を含めての抜本的な計画であることが必要

○ 教育委員会は高校を減らしたいだけで魅力と活力について何も考えていない。教育

を通じて湖国の豊かな未来をつくろうとしていない教育委員会はいらない

○ 全県一区制度に対する評価、学区制の提案

○ 入学者選抜制度の改善提案、特色選抜制度に対する疑問

○ 職業系専門学科の教育内容に対する意見（専門も大事だが、教養として幅広く学ぶ

ことも必要）

○ 農業高校の存続要望

○ その他（人口増のための産業誘致が必要、入試の合否判定や進路等について情報公

開が少ない、将来を見据えた進路指導や高校説明会が必要 等） 


